
（参 考）

退職公務員生活状況調査

調 査 票
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秘 総務省承認済 退職公務員生活状況調査調査票

Ａ 基本的事項について
問１ 性別 男 １

女 ２

問２ (1) 現在の居住地

(2) 居住市町村の人口 特別区及び政令指定都市 １

20万人以上 ２

５万人以上20万人未満 ３

５万人未満 ４

問３ 退職時の所属府省等 「40」、「50」の場合は Ｐ.５ 問４(4)へ

会計検査院 ０１ 文部科学省 １７ 給与特例法適用職員
４０

内閣官房 ０２ 文化庁 １８ （林野庁）

内閣法制局 ０３ 厚生労働省 １９

人事院 ０４ 農林水産省 ２０ (独)国立公文書館

内閣府 ０５ 林野庁(除く40) ２１ (独)駐留軍等労働者

宮内庁 ０６ 水産庁 ２２ 労務管理機構

公正取引委員会 ０７ 経済産業省 ２３ (独)統計センター

警察庁 ０８ 資源エネルギー庁 ２４ (独)造幣局

金融庁 ０９ 特許庁 ２５ (独)国立印刷局 ５０

消費者庁 １０ 中小企業庁 ２６ (独)国立病院機構

総務省 １１ 国土交通省 ２７ (独)農林水産消費

法務省 １２ 観光庁 ２８ 安全技術センター

公安調査庁 １３ 気象庁 ２９ (独)製品評価技術

外務省 １４ 運輸安全委員会 ３０ 基盤機構

財務省 １５ 海上保安庁 ３１

国税庁 １６ 環境省 ３２

問４ (1) 退職時の適用俸給表

行政職（一） ０１ 海事職（一） ０７ 医療職（二） １３

行政職（二） ０２ 海事職（二） ０８ 医療職（三） １４

専門行政職 ０３ 教育職（一） ０９ 福祉職 １５

税務職 ０４ 教育職（二） １０ 専門スタッフ職 １６

公安職（一） ０５ 研究職 １１ 指定職 １７

公安職（二） ０６ 医療職（一） １２
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(2) 退職時の職種

刑務官 １

法務教官 ２

入国警備官 ３

交替制勤務の看護師 ４

麻薬取締官 ５

航空管制官 ６

海上保安官 ７

上記以外の職種 ８

(3) 退職時の職務の級

級

(4) 平成21年の給与収入の年額

約 万円

問５ 退職時までの国家公務員としての勤続年数

年 月

問６ ご自身の満額の退職共済年金の支給開始年齢をいつ知ったか

５０歳より前 １

５０歳台前半 ２

５０歳台後半 ３

６０歳（定年退職となる年度） ４
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Ｂ 退職時の就労希望状況について
問７ 退職後も働きたいと

思った １

思わなかった ２ Ｐ.９ 問９(1)へ

問８ (1) 働きたいと思った理由は（複数回答可）

生活費が必要 ０

将来に備えて蓄える １

自分の自由になる収入を得る ２

子供や他の家族に負担をかけない ３

仕事に生きがいを感じる ４

仕事を通じて社会に役立ちたい ５

健康に良い ６

その他（ ） ７

(2) 働きたいと思った勤務形態は 「１」、「５」の場合は (4)へ

フルタイム勤務 １

１日当たりの勤務時間を減らした短時間勤務 ２

週当たりの勤務日数を減らした短時間勤務 ３ (3)へ

勤務時間及び勤務日数を減らした短時間勤務 ４

問わなかった ５

(3) 短時間勤務で働きたいと思った理由

趣味、ボランティア等他にやりたいことがあった １

健康状態を考慮 ２

家族の健康状態など家庭の事情を考慮 ３

その他（ ） ４

(4) 何歳まで働きたいと思ったか

歳まで
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(5) もっとも働きたいと思った就労先は 「１」の場合は (6)へ

国の機関（再任用職員） １

国の機関（非常勤職員等） ２

政府関係機関・地方公共団体等 ３

民間企業 ４ 問９(1)へ

自営業 ５

問わなかった ６

(6) 再任用職員として働きたいと思った理由は（複数回答可）

在職中の知識・経験等を活用したい ０

慣れ親しんだ職場で働きたい １

給与、勤務時間等の勤務条件が自分の希望に合っている ２

雇用情勢が厳しく、公務外への就職は難しい ３

就職活動のノウハウ等がなく不安 ４
その他 ５

問９ (1) 退職前に再任用希望調査が

書面及び面談 １

あった 書面 ２

面談 ３

なかった ４ Ｐ.13 問12へ

(2) 再任用希望調査で再任用を

希望した １

希望したが、その後辞退した ２ Ｐ.11

希望しなかった ３ 問11へ

(3) 希望した結果

再任用された １

再任用されなかった ２ Ｐ.11 問10へ

(4) 再任用の雇用期間

１年 １

６月超１年未満 ２ Ｐ.13

６月 ３ 問12へ

６月未満 ４
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問10 再任用されなかった理由を一つあげると

希望勤務地にポストがなかった １

希望官署にポストがなかった ２

再任用未実施又は希望職種・ポストが再任用対象外 ３ Ｐ.13

健康状態が良くない、健康状態に不安があると判断された ４ 問12へ

選考の結果 ５

理由の説明はなかった、わからない ６

その他（ ） ７

問11 再任用を希望しなかった理由又は希望後に辞退した理由（複数回答可）

これ以上働くつもりがない ０

他にやりたいことがある １

民間企業・自営業で働く、働きたい ２

非特定独立行政法人等で働く、働きたい ３

国の非常勤職員等として働く、働きたい ４

健康状態が良くない、不安がある ５

家族の病気など、家庭の事情 ６

再任用の勤務地や官署が、希望と合わない ７

再任用の仕事内容やポストが、希望と合わない ８

再任用の給与や勤務時間など勤務条件が、希望と合わない ９

自分の再任用で新規採用が抑制される等、組織の迷惑になる １０

かつての部下の下では働きたくない １１

勤務先から再任用の情報提供がなかったなど、
１２

希望を申し出難い状況だった

その他（ ） １３
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Ｃ 現在の就労状況について
問12 現在、収入を伴う仕事に

就いている １

就いていない ２ 問14へ

問13 現在、収入を伴う仕事に就いていない理由（複数回答可）

就労を希望したが適当な仕事に就けない ０

仕事をするのがきつい １

健康状態が良くない、不安がある ２
Ｐ.23

家族の健康状態など家庭の事情 ３
問22(1)へ

働かなくても生活していける ４

他にやりたいことがある ５

その他（ ） ６

問14 現在の就労先

国の機関（再任用職員） ０１

国の機関（非常勤職員） ０２

給与特例法適用職員（林野庁）再任用職員 ０３

給与特例法適用職員（林野庁）非常勤職員 ０４

特定独立行政法人（再任用職員） ０５

特定独立行政法人（非常勤職員） ０６

非特定独立行政法人、国立大学法人、
０７

大学共同利用機関法人 等

地方公共団体、地方独立行政法人 ０８

特殊法人・認可法人（公庫等） ０９

学校、医療機関（０１～０９を除く。） １０

公益法人（社団法人、財団法人） １１

民間企業 １２

自営業（農業を含む。） １３ Ｐ.23

その他（ ） １４ 問22(1)へ
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問15 (1) 勤務形態

フルタイム勤務 １

短時間勤務 ２

(2) 一週間当たりの平均の勤務日数及び勤務時間（両方記入）

週 日勤務

週 時間 分 秒
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問16、問17、問18は、再任用された方のみお答えください。

問16 (1) 再任用後の官署

退職時と同じ官署で同じ部署 １

退職時と同じ官署で異なる部署 ２

退職時の官署と同一都道府県内にある他の官署 ３

退職時の官署と異なる都道府県内にある官署 ４

(2) 再任用後の通勤時間

３０分未満 １

３０分以上１時間未満 ２

１時間以上１時間３０分未満 ３

１時間３０分以上２時間未満 ４

２時間以上 ５

問17 (1) 再任用後の仕事内容

退職時と同種 １

退職時と関連あり ２

在職中に経験あり ３

初めての内容 ４

(2) 再任用後のポスト

ラインの役職者 １

スタッフ・専門職 ２

係員 ３

(3) 再任用後の仕事内容・ポストは、あなたの知識、経験を

大いに活用できる １

活用できる ２

どちらともいえない ３

あまり活用できない ４

活用できない ５
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問18 (1) 再任用に際し重視した事項（複数回答可）

勤務地 ０

勤務官署 １

仕事内容 ２

ポスト・格付け ３

給 与 ４

勤務時間 ５

その他 ６

(2) 再任用についての満足度

項 目 満足 ほぼ満足 どちらとも やや不満 不満

いえない

①勤務地 １ ２ ３ ４ ５

②勤務官署 １ ２ ３ ４ ５

③仕事内容 １ ２ ３ ４ ５

④ポスト・格付け １ ２ ３ ４ ５

⑤給与 １ ２ ３ ４ ５

⑥勤務時間 １ ２ ３ ４ ５
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問19は、給与法適用職員として再任用された方のみお答えください。

問19 (1) 再任用後の適用俸給表 指定職「１７」の場合は Ｐ.23 問22(1)へ

行政職（一） ０１ 海事職（一） ０７ 医療職（二） １３

行政職（二） ０２ 海事職（二） ０８ 医療職（三） １４

専門行政職 ０３ 教育職（一） ０９ 福祉職 １５

税務職 ０４ 教育職（二） １０ 専門スタッフ職 １６

公安職（一） ０５ 研究職 １１ 指定職 １７

公安職（二） ０６ 医療職（一） １２

(2) 再任用後の職務の級
級 Ｐ.23 問22(1)へ

問20、問21は、政府関係機関・地方公共団体等又は民間企業で就労され

ている方のみお答えください。

問20 現在の職種

役員（取締役、監査役、執行役員）、顧問、相談役等 １

事務系業務（管理職を含む。） ２

技術系業務（管理職を含む。） ３

専門職（医師、看護師、教師、司法書士、税理士等） ４

販売、外交 ５

技能職（運転手、電工、ボイラー技師等） ６

労務職（管理人、守衛、警備員等） ７

問21 現在の仕事を探した方法

先輩、友人、知人の紹介 １

家族、親戚の紹介 ２

ハローワーク、人材紹介所等の斡旋 ３

新聞、情報誌、インターネット等の求人情報を見て応募 ４

その他（ ） ５
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Ｄ 家族、家計について

問22 (1) 同居の家族（複数回答可）

(2) あなたを含めた人数 人

配偶者 ０

独身の子 １

既婚の子とその家族 ２ (3) そのうち、あなたが

親 ３ 扶養している人数 人

その他 ４

本人のみ ＊ いない場合は｢０｣人と記入

してください。

問23 (1) あなたの本年７月の収入

年金収入 ① 共済年金 １ヶ月 約 万円

② その他の公的年金 １ヶ月 約 万円

③ その他の年金 １ヶ月 約 万円

④ 給与収入 １ヶ月 約 万円

合 計 約 万円

(2) あなたの平成22年4月～平成23年3月までの１年間の給与収入見込み額の
総額及びボーナス

１年間の給与収入見込み額の総額 うち ボーナス

約 万円 約 万円

(3) あなたの(1)の年金収入及び(2)の給与収入以外の、

家族の１年間の収入見込み額

配偶者の ⑤ 給与収入(含ボーナス)年間 約 万円

⑥ 年金収入 年間 約 万円

他の家族からの ⑦ 収入、送金等 年間 約 万円

⑧ 事業収入 年間 約 万円

⑨ その他の収入 年間 約 万円
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問24 (1) あなたの世帯の、本年７月１ヶ月間の家計支出

① 食料 約 万円

② 住居 約 万円

③ 光熱・水道 約 万円

④ 日用雑貨等 約 万円

⑤ 保健医療 約 万円

⑥ 交通・通信 約 万円

⑦ 子どもの教育 約 万円

⑧ 教養娯楽 約 万円

⑨ その他 約 万円

合 計 万円

(2) あなたの住居の種類

自宅Ａ（ローン返済済み又は返済なし。） １

自宅Ｂ（ローン返済中） ２ 問25(1)へ

公営・公団賃貸住宅・民間借家・借間 ３

公務員宿舎 ４

その他 ５

(3) あなたの住居の家賃又はローン返済額の月額

約 万円

問25 (1) あなたの世帯の家計の状況

十分ゆとりがある １

いくらかゆとりがある ２

ゆとりはないが、赤字でもない ３

毎月のやりくりに苦労しており、時々赤字が出る ４ 問26へ

どうやりくりしても、常に赤字が出て生活が苦しい ５
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(2) 赤字が出る場合の対応（複数回答可）

退職手当の取り崩し ０

退職手当以外の預貯金等の取り崩し １

資産の売却 ２

単発の仕事、アルバイト、内職を新たに行う又は増やす ３

配偶者、同居の家族が新たに就労する又は就労機会を増やす ４

子供等から新たに仕送りを受ける又は仕送りを増やしてもらう ５

節約。生活のレベルを下げる ６

借金 ７

その他（ ） ８

問26 退職後、夫婦二人世帯だとすれば、生活費は１ヶ月当たりどのくらい必要だと思

いますか

万円約

問27 退職手当の使用予定は

① 住宅・土地の取得、住宅の増・改築 総額の約 ％

（既に取得した住宅・土地や増・改築した住宅に対するローン返済も含む。）

② 車・家具等の耐久消費財の購入 総額の約 ％

③ 子供の教育費用・結婚等費用 総額の約 ％

④ 海外旅行・国内旅行費用 総額の約 ％

⑤ 日常生活費への充当 総額の約 ％

⑥ 老後やいざという時の備え 総額の約 ％

⑦ その他・未定 総額の約 ％

合 計 １ ０ ０ ％

問28 退職共済年金額及び退職手当額についての満足度

項 目 ①退職共済年金額 ②退職手当額

満足 １ １

ほぼ満足 ２ ２

どちらともいえない ３ ３

やや不満 ４ ４

不満 ５ ５
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Ｅ その他

問29 今後の生活で気にかかることや、不安に思うこと（複数回答可）

日常の生活費などの家計 ０

住宅の取得、ローンなどの返済 １

住宅の修繕・補修 ２

就職 ３

自分の健康 ４

家族の健康や介護 ５

家族や地域の人との人間関係 ６

子供の就職・結婚など ７

その他 ８

特にない ＊

問30 退職前にもっと知っておけば良かったと思うことは（複数回答可）

年金、保険などの知識 ０

退職金などの資産運用の知識 １

税金、相続などの法律知識 ２

再任用制度についての知識 ３

民間企業への再就職の情報 ４

余暇活用についての知識 ５

ボランティアなどの社会参加の方法 ６

健康管理、体力維持などの知識 ７

人生観、退職後の生活の心構え ８

その他（ ） ９

特にない ＊

問31 (1) 公務に適切な、今後の高齢者雇用制度は

現行の再任用制度 １

再任用で希望者全員を雇用 ２

定年年齢の引上げ ３

定年制の廃止 ４
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(2) 理由は（複数回答可）

60歳以降は個々人の能力・体力等の面から再任用の方が無理なく働くこ
０

とができる。

60歳以降は軽い職責の仕事の方が良い。 １

60歳以降は収入面で再任用の処遇で良い。 ２

60歳で退職手当が受給できる。 ３

満額年金支給開始年齢までの雇用が保障される。 ４

定年前と同様の仕事が続けられるので、モチベーションが維持できる。 ５

定年前と同様の仕事が続けられるので、人間関係などに気を遣うことな
６

く仕事に集中できる。

個々人の能力・体力・生活設計等の状況に応じて、退職の時期を自由に
７

選択出来る。

その他（ ） ８

意見・要望 再任用制度、定年制度等について自由にご記入ください。

ご回答ありがとうございました。
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